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研究成果概要 
IceCube 実験による極高エネルギー (1PeV-100EeV)領域の宇宙ν探索に必要な 
background event シミュレーションデータを生成した。GZK 機構で生成されるν検出

を念頭に置いた当該エネルギー領域では PeV-10EeV の宇宙線から生成される大気μ束

が主要な background である。宇宙線研究所の計算機クラスターを使い、CORSIKA – 
SIBYLL 模型を使い陽子、鉄核の場合について、IceCube 2011 年時の configuration 

(IC86 – 全ての検出器が埋設・稼動) で 
モンテカルロ data を生成した。 
このシミュレーションデータに知見によ

って得られた宇宙ニュートリノ信号探索

アルゴリズムを 2011-2012 年データに適

用した結果、1PeV のエネルギーを持つ

ニュートリノ２事象が同定された。右図

はそのうちの１事象である。色はタイミ

ング(赤が早く青が遅い)、丸の大きさはチ

ェレンコフ光量を示す。PeV を超えるエ

ネルギーのニュートリノを観測したこと

はこれまでに例がなく、史上最高エネル

ギーのニュートリノである。この２事象が大気ニュートリノ等のバックグラウンドで説

明できる確率は 0.3%に過ぎず、高エネルギー宇宙ニュートリノの存在を裏付ける最初の

証拠である。 
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